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天
候
の
不
順
の
候
、
会
員
各
位
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
で

ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
母
校
は
、
昭
和
四
五
年
四
月
に

働
く
若
者
た
ち
の
就
学
の
場
と
し
て
、

定
通
教
育
独
立
校
が
創
立
さ
れ
て
か
ら
、

平
成
二
二
年
に
四
十
周
年
を
迎
え
記
念

式
典
も
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
に
は
、
昭
和
五
二
年
に
は

急
増
す
る
生
徒
に
対
応
し
て
全
日
制
課

程
が
併
設
さ
れ
、
全
日
制
、
昼
間
・
夜

間
定
時
制
、
通
信
制
と
、
す
べ
て
の
課

程
を
擁よ

う

す
る
高
校
へ
と
整
備
発
展
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
三
年
後
の
創
立

来
の
第
十
回
卒
業
式
に
は
、
全
日
制
で

第
一
回
目
の
卒
業
生
一
六
六
名
が
卒
業

し
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
に
お
け
る
中
学
生
の

減
少
と
、
人
口
分
布
の
変
遷
等
に
伴
う

高
校
再
編
成
に
よ
り
、
全
日
制
課
程
は

平
成
二
十
年
度
の
全
日
制
卒
業
生
総
計

六
千
八
百
八
名
で
課
程
を
閉
じ
、
全
日

制
三
二
年
間
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ら
れ

ま
し
た
の
は
、
記
憶
に
新
し
い
こ
と
と

存
じ
ま
す
。

昭
和
か
ら
平
成
に
わ
た
る
四
十
余
年

の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
時
代
の
変
遷

に
伴
う
地
域
の
要
請
に
応
え
な
が
ら
現

在
の
定
時
制
の
昼
間
の
午
前
部
、
午
後

部
、
夜
間
部
、
そ
れ
と
通
信
教
育
部
が

開
講
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

発
展
し
て
い
く
母
校
に
、
感
慨
深
い

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
い
よ
い
よ
創
立

五
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

同
窓
生
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
は

あ
る
で
し
ょ
う
が
、「
母
校
は
新
た
な
歴

史
を
刻
み
、
益
々
堅
実
に
発
展
し
て
い

く
。」
と
い
う
誇
り
と
希
望
を
胸
に
抱
き
、

地
域
の
中
核
と
し
て
、
な
お
一
層
ご
活

躍
ご
発
展
さ
れ
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
願

っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
に
向
か
い
、
本
会
は
基
礎
固
め

か
ら
に
と
、
ま
ず
役
員
の
人
選
・
委
嘱

か
ら
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
次
の
課

題
は
、
支
部
な
ど
地
域
会
・
同
期
会
・

同
級
会
の
様
な
各
種
の
集
ま
り
を
盛
大

に
盛
り
上
げ
て
頂
き
た
い
。

母
校
が
よ
り
隆
盛
に
発
展
し
、
次
の

時
代
を
迎
え
ら
れ
る
た
め
に
、
会
員
各

位
の
ご
協
力
を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
皆
々
様
の
ご
健
康
と
ご
発

展
と
共
に
、
母
校
が
新
し
い
時
代
の
要

請
に
応
え
、
更
な
る
発
展
、
充
実
さ
れ

ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

松
本
筑
摩
高
等
学
校
同
窓
会
会
員
の

み
な
さ
ま
、
日
頃
よ
り
母
校
の
教
育
活

動
に
対
し
ま
し
て
深
甚
な
る
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
昭
和
45
年

の
開
校
以
来
46
年
目
の
星
霜
を
迎
え
ま

す
。
定
通
の
独
立
校
と
し
て
発
足
し
た

本
校
で
あ
り
ま
す
が
、
生
徒
の
増
加
に

伴
っ
て
昭
和
52
年
に
全
日
制
課
程
を
開

設
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
少
子
化
に
伴

っ
て
平
成
21
年
に
全
日
制
は
課
程
を
閉

じ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
期

が
ち
ょ
う
ど
第
一
期
長
野
県
高
等
学
校

再
編
計
画
と
重
な
り
、
議
論
を
重
ね
る

中
で
松
本
工
業
高
校
定
時
制
課
程
を
統

合
し
な
が
ら
、
平
成
19
年
に
定
時
制
課

程
を
午
前
部
・
午
後
部
・
夜
間
部
の
３

部
制
で
単
位
制
の
高
校
、
長
野
県
初
の

多
部
制
単
位
制
高
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
来
年
度
平
成
28
年
に
は
節

目
と
な
る
10
年
目
を
迎
え
ま
す
。

先
程
「
議
論
を
重
ね
る
中
で
」
と
申

し
上
げ
ま
し
た
が
、
そ
の
ひ
と
つ
に
は

定
通
教
育
が
カ
ヴ
ァ
ー
す
る
生
徒
の
変

容
が
あ
り
ま
し
た
。
か
つ
て
、
定
通
教

育
は
勤
労
青
少
年
の
学
習
保
障
が
そ
の

も
っ
と
も
大
き
な
任
務
で
し
た
が
、
次

第
に
勤
労
青
少
年
の
比
率
が
下
が
り
、

不
登
校
経
験
や
発
達
障
が
い
な
ど
を
抱

え
て
い
る
た
め
、
大
き
な
集
団
の
中
で

学
び
に
く
い
生
徒
が
定
時
制
の
小
さ
い

集
団
に
よ
る
学
習
や
手
厚
い
指
導
を
求

長野県松本筑摩高校
同 窓 会 事 務 局
松本市島立２２３７
印刷　浅 川 印 刷 所
TEL.0263-32-1282

同
窓
会
長

古
　
町
　
信
　
也

学

校

長

今
　
井
　
秀
　
幸

多
部
制
単
位
制
の
こ
の
10
年

発
展
す
る
筑
摩
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①

長
野
県
定
通
体
育
大
会

６
月
13
日(

土)

会
場
　
上
田
高
校
・
上
田
千
曲
高
校

上
田
古
戦
場
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

○

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子

団
体
　
　
本
校
午
前
部
午
後
部

２
位

個
人
　
　
早
川
　
丞(

午
前
午
後
部)

１
位

○

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子

団
体
　
　
本
校
午
前
部
午
後
部

１
位

個
人
　
　
斎
藤
　
晴
奈(

午
前
午
後
部)

２
位

小
林
　
亜
衣(

午
前
午
後
部)

３
位

○

卓
球
男
子

団
体
　
　
本
校
午
前
部
午
後
部

２
位

○

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子

本
校
午
前
部
午
後
部

１
位

決
勝
　
　
松
本
筑
摩
　
98
︱

40

東
御
清
翔

○

剣
道
女
子

個
人
　
　
梅
村
　
真
菜(

午
前
午
後
部)

１
位

津
田
　
静
奈(

午
前
午
後
部)

３
位

山
口
た
か
子(

午
前
午
後
部)

３
位

②

県
定
通
軟
式
野
球
大
会

６
月
20
日
、
21
日

会
場
　
上
田
市
営
球
場

本
校
午
前
部
午
後
部
　

優
勝

準
決
勝
　
松
本
筑
摩
　
７
︱

０
　
さ
く
ら
国
際

決
勝
　
　
松
本
筑
摩
　
８
︱

５
　
野
沢
南

③

全
国
定
通
体
育
大
会

○

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子
　
８
月
３
日
〜
６
日

会
場
　
東
京
体
育
館

本
校
午
前
部
午
後
部
　
　
　
　

３
回
戦
敗
退

２
回
戦
　
松
本
筑
摩

57
︱

50

県
立
学
悠
館

３
回
戦
　
松
本
筑
摩

66
︱

86

宮
城
県
貞
山

○
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
　
８
月
17
日
〜
20
日

会
場
　
小
田
原
ア
リ
ー
ナ

男
子
団
体
　
長
野
県
選
抜
（
早
川
丞
、
西
村
勇
輝
、

甕
　
幸
則
）
　

ベ
ス
ト
８

男
子
個
人
　
早
川
　
丞
　
　

２
回
戦
敗
退

女
子
団
体
　
長
野
県
選
抜
（
齋
藤
晴
奈
、
小
林

亜
衣
）

３
回
戦
敗
退

女
子
個
人
　
斎
藤
　
晴
奈
　
　

２
回
戦
敗
退
　

○
剣
道
　
　
８
月
３
日

会
場
　
日
本
武
道
館

女
子
団
体
　
長
野
県
選
抜
（
梅
村
真
奈
、
津
田
静

奈
、
山
口
た
か
子
）

予
選
敗
退

女
子
個
人
　
梅
村
真
菜
（
午
前
午
後
）

１
回
戦
敗
退

津
田
静
奈
（
午
前
午
後
）

２
回
戦
敗
退

山
口
た
か
子
（
午
前
午
後
）
１
回
戦
敗
退
　

④

北
信
越
定
通
総
合
体
育
大
会

10
月
17
〜
18
日
　
　
金
沢
市

○
軟
式
野
球
　
10
月
18
日
　
石
川
県
立
球
場

松
本
筑
摩
　
午
前
午
後
　
　

準
優
勝

１
回
戦
　
松
本
筑
摩

不
戦
勝
　
　

決
勝
戦
　
松
本
筑
摩
　
５
︱

８
　
新
潟
県
選
抜

○

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子

本
校
午
前
部
午
後
部
　
　

４
位

第
３
位
決
定
戦
　
松
本
筑
摩

31
︱

113

新
潟
選
抜

○
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

男
子
団
体
　
長
野
県
選
抜
　
　
　

優
勝

男
子
個
人
　
早
川
　
丞
（
午
前
午
後
）

２
回
戦
敗
退

女
子
団
体
　
長
野
県
選
抜
　
　
　

５
位

女
子
個
人
　
斎
藤
晴
奈
（
午
前
午
後
）

１
回
戦
敗
退

小
林
亜
衣
（
午
前
午
後
）

２
回
戦
敗
退
　
　
　
　

定
通
体
育
大
会
結
果

（
県
大
会
以
上
）

め
て
進
学
し
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
多
様
な
課
題
を
抱
え
た
生
徒
の
た
め
に
、

登
校
で
き
る
時
間
帯
に
登
校
し
て
学
ぶ
こ
と
の
で

き
る
多
部
制
と
、
１
単
位
で
も
落
し
て
し
ま
え
ば

進
級
で
き
な
い
学
年
制
で
は
な
く
、
卒
業
に
必
要

な
74
単
位
ま
で
を
時
間
を
か
け
て
積
み
上
げ
て
い

く
こ
と
が
可
能
な
単
位
制
の
導
入
を
決
め
た
わ
け

で
す
。

現
在
、
３
部
と
も
１
ク
ラ
ス
約
20
人
と
し
、
口

座
に
よ
っ
て
は
も
っ
と
少
人
数
の
編
成
も
と
っ
て

い
ま
す
。
午
後
部
は
10
時
45
分
、
夜
間
部
は
午
後

５
時
30
分
の
始
業
で
す
。
午
前
部
午
後
部
は
３
年

次
生
以
降
ミ
ッ
ク
ス
Ｈ
Ｒ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
結

果
的
に
毎
年
Ｈ
Ｒ
編
成
は
変
え
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
各
年
次
が
混
ざ
っ
て
い
る
講
座
も
あ
り
ま
す
。

４
年
間
で
卒
業
が
原
則
で
す
が
、
３
年
で
卒
業
す

る
生
徒
も
い
ま
す
。
一
方
、
５
年
６
年
か
け
て
卒

業
す
る
生
徒
も
い
ま
す
。
他
部
を
履
修
す
る
制
度

や
定
通
併
修
を
使
っ
て
単
位
修
得
を
目
指
す
生
徒

も
い
ま
す
。

教
育
相
談
専
任
教
諭
が
常
駐
す
る
生
徒
相
談
室

を
定
通
そ
れ
ぞ
れ
に
置
い
て
い
ま
す
。
職
員
も
生

徒
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
向
上
の
た
め
の
研

修
に
臨
ん
だ
り
外
部
講
師
を
招
い
た
り
し
て
対
応

力
を
高
め
、
外
部
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
発
達
支
援
相

談
員
や
医
師
な
ど
外
部
の
資
源
と
も
密
接
に
連
携

を
取
り
な
が
ら
一
人
ひ
と
り
に
即
し
た
学
習
や
進

路
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
、
一
番
大

き
な
課
題
は
、
卒
後
の
進
路
、
特
に
就
職
を
希
望

す
る
生
徒
が
そ
れ
を
果
た
せ
な
い
場
合
が
多
い
こ

と
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
同
窓
会
員
の
み

な
さ
ま
の
直
接
間
接
の
ご
支
援
を
改
め
て
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
１
３
、
０
０
０
余
人

に
の
ぼ
る
本
校
同
窓
会
員

の
み
な
さ
ま
の
ご
健
勝
と

い
っ
そ
う
の
ご
活
躍
を
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。
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○
剣
道

女
子
個
人
　
梅
村
真
菜
（
午
前
午
後
）

２
位

津
田
静
奈
（
午
前
午
後
）

２
回
戦
敗
退

山
口
た
か
子
（
午
前
午
後
）
１
回
戦
敗
退

⑤

長
野
県
高
校
総
体
結
果

５
月
31
日
　
松
本
市
西
部
体
育
館
　

○
な
ぎ
な
た
競
技

深
澤
　
未
幸
（
午
前
）
　
　
　
　

優
勝

⑥

北
信
越
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

６
月
20
日
21
日

富
山
県

南
砺
市
福
野
体
育
館

○
な
ぎ
な
た
競
技

深
澤
　
未
幸
（
午
前
部
）

予
選
リ
ー
グ
敗
退

⑦

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

７
月
28
日
〜
30
日
　
大
阪
府

大
阪
府
立
体
育
館

○
な
ぎ
な
た
競
技

深
澤
　
未
幸
（
午
前
部
）

予
選
リ
ー
グ
敗
退

●
中
信
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
生
徒
　
生
活
体
験
発
表
大
会

☆
９
月
17
日
（
木
）
　
塩
尻
市
文
化
会
館
レ
ザ
ン
ホ
ー
ル

通
信
制
　
村
上
麻
友
里
「
あ
り
が
と
う
。」
　
最
優
秀
賞

午
前
部
　
津
田
　
静
奈
「
過
去
の
自
分
と
現
在

い
ま

の
自
分
」
　
優
良
賞

夜
間
部
　
久
保
田
　
紫
「
こ
れ
か
ら
の
高
校
生
活
」
優
良
賞

夜
間
部
　
沓
名
　
亨
大
「
濃
い
高
校
生
活
」
　

優
良
賞

通
信
制
　
松
村
美
由
姫
「F

o
r

th
e

F
u
tu

re

」
優
良
賞

●
長
野
県
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
生
徒

生
活
体
験
発
表
大
会

☆
10
月
24
日
（
土
）

小
諸
市

小
諸
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

通
信
制
　
村
上
麻
友
里
「
あ
り
が
と
う
。」
審
査
員
特
別
賞

●
中
部
地
区
高
等
学
校
通
信
制
生
徒
　
生
活
体
験
発
表
会

☆
９
月
26
日
（
土
）
　
岐
阜
県
　
高
山
市

高
山
市
民
文
化
会
館

通
信
制
　
井
上
　
　
恵
　
「
私
と
言
葉
」
　
　
　
優
良
賞

○
第
37
回
長
野
県
高
等
学
校
美
術
展
【
美
術
部
】

☆
１
月
８
日
〜
10
日
　
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
上
田
市
美
術
館

佐
藤
真
美
（
午
前
）

「
人
形
葬
」

○
第
22
回
長
野
県
高
等
学
校
写
真
展
【
写
真
部
】

☆
11
月
20
日
〜
22
日
　
上
田
市
文
化
セ
ン
タ
ー
　

深
井
な
つ
み
（
午
前
午
後
）「
き
ら
き
ら
光
れ
！
」

柴
田
　
百
合
（
午
前
）「
何
か
見
え
る
か
な
？
」「
進
め
！
」

杉
浦
　
竜
星
（
通
信
制
１
Ｃ
）「
小
さ
な
秋
」

○
第
17
回
高
写
連
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
（
１
月
16
日
）

︽
入
選
︾

「
大
好
き
な
人
の
も
と
へ
」
　
上
條
　
夏
々
果
（
午
後
）

「
見
つ
け
た
！
」
　
　
　
　
　
小
出
　
亜
由
美
（
午
前
）

文

化

部

活

動

成

果

本
年
度
生
活
体
験
発
表
大
会
結
果

★ ☆ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ☆ ★

役職名

会　長

副会長

〃

副会長・会計

会　計

監　事

〃

氏 　 　 名

古 　 町 　 信 　 也

片 　 所 　 恒 　 夫

宮 　 嵜 　 善 　 文

小 笠 原 　 力 　 男

小 　 松 　 英 　 明

宮 　 下 　 　 　 覚

河 　 内 　 國 　 治

平成27 年度  同窓会役員名簿

役職名

理　事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

氏 　 　 名

丸 　 山 　 幹 　 雄

金 　 井 　 栄 　 子

宮 　 田 　 　 　 隆

倉 　 下 　 敬 　 助

本 　 田 　 敦 　 彦

上 　 原 　 靖 　 一 　

中 　 田 　 幸 　 男

役職名

理　事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

氏 　 　 名

原 　 　 　 　 　 勇

今 　 溝 　 京 　 子

中 　 山 　 京 　 子

大 　 原 　 　 　 篤

望 　 月 　 一 　 将

矢 　 崎 　 智 　 子

赤 　 羽 　 　 　 徹
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《進学先》

【四年制大学】 千葉中央学院大学　　諏訪東京理科大学　　松本大学

【短期大学】 信州豊南短期大学　　東京経営短期大学　　松本短期大学

【専門学校・各種学校】

松本技術専門学校　　長野外語カレッジ　　松本理容美容専門学校　　未来ビジネスカレッジ

東京ネットウェイブ　　松本調理師製菓専門学校　　東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

松本情報工科専門学校　　大原学園 松本衣デザイン専門学校　　ダンスワークス東京

丸の内ビジネス専門学校、海外留学

長野県南信工科短期大学校

大原和裁専門学校　　　総合学園ヒューマンアカデミーゲームカレッジ名古屋　　

大原スポーツ公務員専門学校　　　東京スクールオブビジネス

《就職先》 （株）甲府大一実業松本紙器工場　　社会福祉法人孝明　　豊科カントリー倶楽部

社会福祉法人サンビジョングレイスフル塩尻　　セントラルパック（株） 陸上自衛隊　　（株）国吉

（株）ピックルスコーポレーション長野　　小笠原興業　　（株）栄建　　新潟運輸株式会社松本支店

（株）サカイ引越センター　 （有）渡辺製菓　 （株）マサムラ　 （有）竹内建設　 （株）昭光ファームネット

（株）ホテル一井　　

信州ミルクランド（株） （株）アルプスウエイ　　兼松コミュニケーションズ（株）　　山清電気（株）

社会福祉法人れんげ福祉会　　（株）丸三玉木屋

（株）トータス　 （株）アイシンク　　（株）アルプス

（株）中央石油　セルフ出川SS （株）アップルランド　　大町ホンダ販売（株）

マックスバリュー長野（株）　　（株）ケーツー　　社会福祉法人こころ　　（株）サニクリーン東京横浜営業所

２
０
１
５
年
度

卒
業
生
　
（
２
月
19
日
現
在
）

進
　
　
　
学

就
　
　
　
職

3

2

14

19

15

0

1

16

57

0

0

2

2

6

1

0

7

10

1

2

5

8

14

1

0

15

64

4

4

21

29

35

2

1

38

131

午前・午後部

大　　　学

短 期 大 学

専門・各種

計

県　　　内

県　　　外

公　務　員

計

卒 業 予 定 数

夜　間　部 通　信　制 合　計

進

路

状

況
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平成27年度長野県松本筑摩高等学校同窓会一般会計歳入歳出予算書

１．総　括　　　　　収入予算額　　　 3,856,000 円

支出予算額　　　 3,856,000 円

差 引 残 高 0 円

２．収　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

01.入会金

02.会　費

03.雑収入

04.繰越金

05.繰入金

494,000

494,000

240,000

254,000

1,320,000

1,320,000

720,000

600,000

43,567

1,998,433

0

3,856,000

546,000

546,000

282,000

264,000

1,500,000

1,500,000

700,000

800,000

45,598

657,402

1,000,000

3,749,000

-52,000

-52,000

-42,000

-10,000

-180,000

-180,000

20,000

-200,000

-2,031

1,341,031

-1,000,000

107,000

224,000

16,000

248,000

6,000

620,000

100,000

600,000

43,567

1,998,433

0

01.入会金

02.会　費

03.雑収入

04.繰越金

05.繰入金

02.定時制

03.通信制

02.定時制

03.通信制

03.雑収入

04.繰越金

05.繰入金

01.午前・午後部

02.夜間部

01.通信制

02.桐教室

01.午前・午後部

02.夜間部

01.通信制

03.雑収入

04.繰越金

05.繰入金

＠2,000円×112人

＠2,000円×8人

＠2,000円×94人（前期）
＠2,000円×30人（後期）

＠2,000円×3人

＠10,000円×62人

＠10,000円×10人

＠10,000円×60人

預金等利息（積立金会計国債
利息を含む）

平成26年度繰越金

（前年度に予算あり）

科　　　　目

款

合　　　　計

項 目

Ｈ27年度

予　算　額

Ｈ26年度

予　算　額
比較増減

節

区　　分 金　　額
備　　　考

３．支　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

01.運営費

02.事業費

03.繰出金

04.予備費

05.返還金

505,000

505,000

140,000

365,000

860,000

860,000

300,000

50,000

60,000

450,000

1,050,000

1,241,000

200,000

3,856,000

505,000

505,000

140,000

365,000

860,000

860,000

300,000

50,000

60,000

450,000

1,050,000

894,000

440,000

3,749,000

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

347,000

-240,000

107,000

130,000

10,000

25,000

200,000

20,000

120,000

250,000

50,000

50,000

30,000

30,000

250,000

200,000

1,050,000

1,241,000

200,000

01.運営費

02.事業費

03.繰出金

04.予備費

05.返還金

01.会議費

03.事務費

01.会報編集費

02.支部活動費

03.組織活性化対策費

04.学校活動助成費

03.繰出金

04.予備費

05.返還金

11.需用費

14.使用料及び賃借料

09.旅費

10.交際費

11.需用費

12.役務費

11.需用費

12.役務費

19.負担金補助及び交付金

09.旅費

11.需用費

11.需用費

19.負担金補助及び交付金

03.繰出金

04.予備費

05.返還金

役員会・総会経費

役員旅費

慶弔費等

事務局消耗品代

新聞広告掲載料、切手等通信料

会報印刷代

会報郵送料

支部活動助成

支部活性化対策会議旅費

会議費、資料印刷費等

卒業証書ホルダー制作代等

生徒会、くれき野祭補助

母校援助会計　100万円
積立金会計　　 5万円

退学者分（平成26年度以前
の入学生入会金）

科　　　　目

款

合　　　　計

項 目

Ｈ27年度

予　算　額

Ｈ26年度

予　算　額
比較増減

節

区　　分 金　　額
備　　　考
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１．証明書の種類、発行期限及び手数料

証明書についてのご案内

２．申請及び手数料の納付について

（1）所定の証明書交付申請書に必要事項をご記入の上、当校事務室に提出してください。

※FAX・メール・郵送可

※申請書様式は、学校ホームページよりダウンロードできます。「松本筑摩高校」で検索して下さい。

（2）発行手数料は、長野県収入証紙を購入し、申請時に当校事務室に提出してください。

※長野県収入証紙を購入できる場所は、長野県公式ホームページで閲覧できます。

http://www.pref.nagano.lg.jp/kaikei/kurashi/kenze/shoshi/urisabaki/

※県外にお住まいの方などで、長野県収入証紙を購入できない方は、郵便局で定額小為替を購入し、証

紙に替えて提出してください。（定額小為替の発行には手数料がかかります。）

※生活保護法による保護を受けている方は、発行手数料が免除となります。（福祉事務所長・同所地区担

当員又は民生委員・市町村長の証明書が必要となります。）

※在校生に対する証明には手数料がかかりません。また、卒業生であっても卒業した月（通常３月）内

は発行手数料がかかりません。

３．注意事項 （1）証明書の発行については時間を要しますので、申込みは余裕を持って行ってください。

（2）手数料、送料が不足の場合は発行できません。

４．そ の 他 証明書に関してご不明な点がございましたら、お気軽に当校事務室へお問い合わせください。

５．申 込 先 〒390-8531　長野県松本市島立2237

長野県松本筑摩高等学校　事務室

TEL 0263（47）1351　　FAX 0263（40）1521

E-mai l : ch ikuma-hs＠pref .nagano . lg . jp

証明書の種類

卒業証明書

成績証明書

単位修得証明書

調　査　書

卒業後の発行期限

永　年

５　年

２０年

５　年

発行手数料（１通）

４００円

４００円

４００円

５００円

※注１　期限を経過したものについては、証明書の発行はできません。ただし、平成５年度以前入学者で、生徒指

導要録の保存期限が20年を経過していない卒業生については、卒業後５年を経過していても「調査書」及

び「成績証明書」の発行ができることがあります。詳細は当校事務室へお問い合わせください。

※注２　大学・専修学校等の出願書類として必要の方で、期限を過ぎている場合は出願先に問い合わせて指示を受

けてください。

※注３　各種証明書は、卒業時の氏名での発行となります。結婚等によって姓がかわった場合でも、新しい姓で証

明書を発行することはできませんので御了承願います。


